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【資料解題】 
アメリカ合衆国における市民性教育の資料紹介：パブリック・アチーブメントと貧困問題 
A review of materials concerning citizenship education in the United States： 







 パブリック・アチーブメント（Public Achievement, 以
下 PA）とは，Augsburug College の民主主義と市民主義
のためのセンター（Center for Democracy and Citizenship）









と 25000 人以上の若者に触れられたという 3。PA は子ど
も（8-18 歳）むけの概念であるが，大人向けを含むパブ
リック・ワーク（Public Work）という概念を基礎にして
いる 4。同センターでは PA のためのオルガナイザーによ
ってさまざまな団体（教員のみならず，看護師など別の
職種も含む）むけにワークショップも開かれている。 

























【表１】 公的生活と私的生活 7 
 公的生活 私的生活 
文脈 仕事場，学校，アソシエーション，会合 家庭，友達とのサークル 
目的 問題解決，機関，パワーをつくる 支え，友達関係，親しさ，自分をたかめる
空間の質 開かれた，様々な 閉じられた，排他的な，個人的な 
動機 公共の利益 友や家族をささえる，狭い利益，利己心 
関係の条件 責任のある，戦略的な，指導された 忠実，親密，独占的 
結果 公的な創造，問題解決，市民性，尊重 愛，所属 
  





















































































































第三には，大人にとっての“Free Space” 17 をモデルに考
えているところである。“Free Space”とは，アメリカの
19 世紀からの歴史的伝統を背景としているが，コミュニ










が意識されてきている 21。その方面でも PA は示唆を与え
るものと考える。 
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